
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
経
営
者
団
体
と
産

業
別
労
働
組
合
と
の
あ
い
だ
で
産
業
別
統

一
労
働
協
約
を
締
結
し
、
そ
れ
を
全
国
の

職
場
に
適
用
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
労
働

条
件
の
底
上
げ
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
な
い
日
本
で
、
Ｊ
Ｍ

Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
、
産
業
別
統
一
基
準
を
め
ざ
し

た
指
標
と
し
て
、
「
最
低
到
達
基
準
」
を
、

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
す
べ
て
の
支
部
・
分
会
が

こ
の
秋
闘
で
ク
リ
ア
す
べ
き
水
準
と
提
起

し
て
い
ま
す
。

２
ペ
ー
ジ
の
表
は
「
最
低
到
達
基
準
」

の
一
部
抜
粋
で
す
。

支
部
報
読
者
の
皆
さ
ん
の
職
場
の
労
働

条
件
と
比
較
し
て
ど
う
で
す
か
？
職
場
に

労
働
組
合
を
つ
く
っ
て
、
職
場
改
善
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
、
労
働
時
間
短

縮
に
つ
い
て
、
「
全
労
働
者
が
総
決
起
す

る
社
会
的
な
運
動
で
本
格
的
に
労
働
時
間

短
縮
を
進
め
る
。
数
年
か
け
て
粘
り
強
く

運
動
に
取
り
組
む
。
」
こ
と
を
提
起
し
て

い
ま
す
。

【
細
谷
静
雄

記
】

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）

＊＊相談活動50年、一人でも入れる組合です＊＊ 支部携帯：090-8109-7682
TEL:044-811-4138 FAX:044-811-4144 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:jmitu-kawasaki@aioros.ocn.ne.jp

2021年

8月24日

6902号

『ＪＭＩＵＴ２１秋闘方針』より一部抜粋

Ⅰ、３つの柱と重要な課題
「くらしと雇用、職場をまもることが課題」

「日常活動を再構築し団結を再強化する」

「安心して生活できる政治へ転換する」

Ⅱ、労働者のくらしと雇用、職場をまもる対経営者要求
１．コロナ禍のもとでの総ざらい要求

２．「最低到達基準と当面の目標」にもとづく労働条件向上をめざす

３．労働時間の短縮と時間外労働の規制をめざす

４．働き方改悪を職場に持ち込ませない要求

５．６５歳までの定年延長と継続雇用者の労働条件の改善

６．非正規雇用労働者の労働条件の改善と均等待遇の要求

７．労働者のいのちと健康をまもる要求

８．職場のあらゆるハラスメントの防止を進める

職場に労働組合をつくって職場改善を！



最低到達基準

1日の労働時間 ７時間３０分

1週の労働時間 変形なしの週３７時間３０分

週休制 土日の他に国民の祝日はすべて休日

特別休暇
年末年始休暇、夏休み、ゴールデンウイークの連続休暇
（各１週間以上）、メーデー

年間労働時間 所定内労働時間１８００時間

変形制、みなし労働時間、
交替制、裁量労働制、高度
プロフェショナル制度

反対

年次有給休暇
入社時は勤続１ヶ月毎に１日。勤続６ヶ月目から２０日付
与。完全取得をめざす。連続休暇１週間。

時間外労働の規制 １日２時間、週６時間、月２０時間、年間１５０時間

割増賃金 時間外３５％増、同深夜７０％増、休日５０％増

労使合意の労働条件での６５歳までの定年延長

６０歳定年時
２０００万円、中退金の活用など企業の外での保全措置の
確立

算定方法 勤続年数×定数。制限条項の排除

死亡の遺族補償 ２０００万円　通勤途上災害も同額で

障害補償 １級２６８０万円～１４級１００万円

社会保険料　労：使＝４：６

介護保険料も同率に変更。

結婚一時金 １０万円

結婚休暇 ７日間（休日を除く）

出産一時金 ５万円

出産休暇 ３日

生理休暇 ２日有給

産前産後休暇 前８週、後１０週有給

通院休暇 ５日間有給

男女差別の撤廃
就業規則を点検し、賃金・諸手当・社内融資・福利厚生な
どで男女差別をなくさせる。

⑥社会保険料負担割合変更

⑧
青
年
の
要
求

⑨
女
性
の
要
求

項目

　
①
労
働
時
間
・
休
日
・
休
暇

②定年・雇用延長

③
退
職
金

④
労
災

補
償

6503号 （２）

ＪＭＩＴＵ 最低到達基準



夏
山
双
六
・
三
俣
蓮
華
・
鷲
羽
岳

８
月
３
日
（
火
）
か
ら
８
月
７
日

（
土
）
ま
で
夏
山
登
山
に
行
き
ま
し

た
。
か
み
さ
ん
の
友
達
の
車
で
３
日

の
夜
９
時
出
発
で
梓
川
Ｓ
Ａ
で
仮
眠

を
と
り
５
：
０
０
発
で
６
：
３
０
着

も
駐
車
場
は
満
車
で
登
山
口
か
ら
か

な
り
遠
い
駐
車
場
に
車
を
止
め
て
い

ざ
出
陣
。

８
／
４
（
水
）

鍋
平
７
：
１
０
～
穂
高
８
：
０
５

～
ワ
サ
ビ
平
９
：
２
０
～
（
４
０

分
間
休
憩
）
～
鏡
平
１
３
：
４
０

（
泊
）

８
／
５
（
木
）

鏡
平
６
：
１
５
～
双
六
小
屋

８
：
３
０
～
９
：
３
０
～
双
六
岳

１
０
：
１
０
～
三
俣
蓮
華
１
１
：

３
０
～

三
俣
山
荘
１
３
：
０
０
（
泊
）

８
／
６
（
金
）

三
俣
山
荘
５
：
３
０
～
８
：
３
０

～
鷲
羽
岳
６
：
３
０
～
７
：
０
０

～
双
六
小
屋
１
１
：
３
０

双
六
小
屋
１
２
：
１
０
～
か
ら

樅
沢
岳
１
３
：
１
０
～
双
六
小
屋

１
４
：
１
０
（
泊
）

８
／
７
（
土
）

双
六
小
屋
５
：
２
０
～
鏡
平
７
：

０
０
～
ワ
サ
ビ
平
９
：
５
０
～

新
穂
高
１
１
：
２
０
～
川
崎
に
帰
路
。

昨
年
に
続
き
コ
ロ
ナ
禍
で
の
登
山
、

悩
ん
だ
末
決
行
。
暑
す
ぎ
て
バ
テ
タ

初
日
か
ら
４
日
間
。
雨
に
降
ら
れ
る

こ
と
も
な
く
晴
天
続
き
。
青
空
に
映

え
る
緑
、
雪
、
花
、
岩
す
べ
て
最
高
！
！

今
回
一
番
登
り
た
か
っ
た
鷲
羽
岳

は
予
想
を
超
え
る
す
ば
ら
し
さ
、
次

回
は
水
晶
岳
も
登
る
ぞ
！
と
の
思
い

を
強
く
持
っ
た
。

各
小
屋
で
の
ス
イ
カ
、
か
き
氷
、

コ
ー
ヒ
ー
、
コ
ー
ヒ
ー
フ
ロ
ー
ト
、

そ
う
め
ん
も
美
味
し
く
て
幸
せ
～
す

べ
て
に
感
謝
で
す
。《

サ
ッ
カ
ー
親
父
》

（３） 6９０２号

読
者
だ
よ
り

パンケーキ食べてみた？ ！

今、話題沸騰の映画
『
パ
ン
ケ
ー
キ
を
毒
見
す
る
』

を
見
に
行
っ
て
き
た
。
神
奈

川
で
は
黄
金
町
の
『
ジ
ャ
ッ

ク
＆
ベ
テ
ィ
』
で
上
映
中
だ

が
、
時
間
が
あ
わ
な
か
っ
た

の
で
、
渋
谷
の
道
玄
坂
に
あ

る
『
ユ
ー
ロ
ス
ペ
ー
ス
』
に

行
っ
て
き
た
。
２
時
３
０
分

上
映
で
年
寄
り
ば
か
り
か
と

思
っ
て
い
た
ら
、
意
外
と
２

０
代
３
０
代
の
人
が
多
い
の

に
び
っ
く
り
。
私
の
周
り
で

は
、
こ
の
よ
う
な
映
画
は
興

業
成
績
が
上
が
ら
な
い
か
、

上
か
ら
の
圧
力
や
コ
ロ
ナ
を

理
由
に
上
映
中
止
に
な
る
か

も
、
早
く
行
っ
た
方
が
、
と

言
わ
れ
急
い
で
観
に
行
っ
た
。

菅
義
偉
（
す
が
よ
し
ひ
で
）

の
人
物
分
析
は
な
か
な
か
当

た
っ
て
い
る
し
、
日
本
の
保

守
政
治
の
人
脈
や
歴
史
も
良

く
表
現
で
き
て
い
た
。
何
と

い
っ
て
も
、
官
房
機
密
費
に

絡
ん
で
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど

取
材
さ
れ
て
い
な
い
新
聞

『
赤
旗
』
の
編
集
部
が
出
て

き
た
り
、
元
官
僚
の
古
賀
氏
、

前
川
氏
、
共
産
党
の
小
池
書

記
局
長
、
自
民
党
の
石
破
氏
、

立
憲
民
主
党
の
江
田
氏
な
ど

が
登
場
、
菅
義
偉
が
な
ぜ
本

当
の
こ
と
を
言
わ
な
い
の
か
、

自
民
党
の
末
期
的
な
状
況
と
、

国
民
が
ど
の
よ
う
に
目
覚
め

る
の
か
、
『
赤
旗
』
と
「
文

春
」
し
か
本
当
の
こ
と
を
報

道
し
な
い
マ
ス
コ
ミ
、
総
選

挙
を
前
に
、
何
と
タ
イ
ム
リ
ー

な
映
画
が
出
来
た
も
の
だ
と

つ
く
づ
く
思
う
。

（
記

浅
岡
）



新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
緊
急
事
態
宣

言
が
１
０
以
上
の
自
治
体
に
拡
大
し
、
ブ
レ

イ
ク
ス
ル
ー
感
染
、
デ
ル
タ
株
、
ラ
ム
ダ
株

な
ん
て
言
葉
も
恐
ろ
し
く
、
病
床
逼
迫
、
搬

送
先
が
な
い
状
況
に
政
府
の
無
策
、
空
疎
な

言
葉
に
あ
き
れ
つ
つ
、
家
に
こ
も
る
自
由
と

出
か
け
る
自
由
（
死
ぬ
ま
で
続
く
ビ
ッ
グ
サ

マ
ー
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
中
な
の
で
。
出
勤
・
退

勤
を
繰
り
返
さ
ざ
る
を
得
な
い
方
た
ち
に
は

ほ
ん
と
に
申
し
訳
な
い
け
ど
）
に
葛
藤
（
今

や
出
ら
れ
な
い
感
じ
も
・
・
・
）
し
て
い
る

日
々
で
す
が
。

８
月
２
日
、
神
奈
川
な
ど
４
県
の
緊
急
事

態
宣
言
発
令
日
（
！
！
）
に
、
恵
比
寿
の
東

京
都
写
真
美
術
館
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
目

的
は
２
０
２
１
世
界
報
道
写
真
展
で
す
。
こ

の
７
、
８
年
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２

０
年
に
撮
影
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
・

報
道
写
真
の
な
か
で
、
『
一
般
ニ
ュ
ー
ス
』

『
環
境
』
『
長
期
取
材
』
『
ス
ポ
ッ
ト
ニ
ュ
ー

ス
』
『
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
』
な
ど
い
く
つ
か
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
の
受
賞
作
品
が
展
示
さ
れ
る

も
の
で
す
。
展
示
に
つ
い
て
は
ま
た
の
機
会

に
。入

り
口
に
近
づ
く
と
、
ガ
ラ
ス
の
扉
の
向

こ
う
に
女
性
が
に
こ
や
か
に
立
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
そ
ん
な
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
戸

惑
い
つ
つ
近
づ
く
と
、
『
消
毒
し
て
く
だ
さ

い
』
、
『
検
温
し
ま
す
』
と
言
わ
れ
、
あ
ぁ

～
、
そ
う
い
う
こ
と
と
納
得
。
無
事
通
過
し

て
、
チ
ケ
ッ
ト
を
と
思
い
き
や
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
制
服
を
着
た
人
た
ち
が
３
、
４
人
並

ん
で
い
て
、
『
手
荷
物
検
査
し
ま
す
』
と
。

い
や
だ
よ
と
も
言
え
な
い
雰
囲
気
で
。
制
服

着
た
人
や
美
術
館
関
係
者
ら
し
い
人
た
ち

（
男
性
が
多
い
）
が
１
０
人
く
ら
い
ロ
ビ
ー

に
い
る
の
に
、
入
館
者
は
私
ひ
と
り
。
肩
か

ら
ぶ
ら
下
げ
て
い
た
布
バ
ッ
グ
を
広
げ
て
見

せ
た
ら
、
ち
ょ
ろ
っ
と
見
て
『
結
構
で
す
』
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
無
観
客
で
や
っ
て
い
る
ん

だ
よ
ね
（
や
ら
な
き
ゃ
い
い
の
に
）
と
思
い

つ
つ
、
や
は
り
手
荷
物
検
査
に
抵
抗
す
れ
ば

よ
か
っ
た
か
な
と
も
。
抵
抗
し
た
ら
、
そ
れ

で
は
お
帰
り
下
さ
い
と
な
る
ん
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
と
も
詳
し
く
お
話
を
お
聞
き
し
ま
す
・
・
・

と
か
。

帰
り
に
ガ
ラ
ス
扉
の
張
り
紙
を
み
た
ら
、

海
外
で
の
ソ
フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
す
る
テ

ロ
事
案
の
発
生
を
受
け
て
、
東
京
オ
リ
・
パ

ラ
大
会
で
警
戒
レ
ベ
ル
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

都
立
の
文
化
施
設
で
手
荷
物
検
査
を
実
施
す

る
と
書
い
て
あ
る
。

手
荷
物
の
な
か
に
、

『
民
衆
暴
力
』
藤
野
裕
子
著
（
中
公
新
書
）

が
入
っ
て
い
ま
し
た
（
や
ば
か
っ
た
？
）
。

４
月
～
８
月
開
講
の
川
崎
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
・

近
代
日
本
の
民
衆
運
動
・
市
民
運
動
と
い
う

講
座
の
参
考
文
献
だ
っ
た
の
で
す
が
、
は
し

が
き
に
、
『
確
か
に
デ
モ
と
テ
ロ
を
混
同
す

る
傾
向
は
、
年
々
強
ま
っ
て
い
る
。
テ
ロ
と

い
う
暴
力
を
嫌
悪
し
、
お
び
え
る
感
情
は
、

デ
モ
を
封
じ
込
め
た
い
と
願
う
為
政
者
に
利

用
さ
れ
や
す
い
。
』
こ
の
一
文
を
読
ん
で

『
う
っ
そ
ぉ
ー
、
そ
ん
な
混
同
あ
る
？
』
と

思
っ
た
の
で
す
が
、
い
や
い
や
、
デ
モ
っ
て

る
時
、
交
差
点
で
デ
モ
行
進
が
通
り
過
ぎ
る

6902号 （４）

To be,or not to be,that is the guestion
でかけるべきか、出ざるべきか。

手
荷
物
検
査
？
？

５
面
に
続
く



ま
で
の
信
号
待
ち
を
し
て
い
る
歩
行

者
か
ら
、
『
迷
惑
だ
っ
』
以
上
の
視

線
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
け
ど
、
そ

れ
な
の
？

著
者
の
藤
野
さ
ん
は
早

稲
田
大
の
教
授
で
、
授
業
の
感
想
文

に
デ
モ
と
テ
ロ
を
同
一
視
す
る
も
の

が
寄
せ
ら
れ
る
と
講
座
の
中
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

そ
う
な
ら
や
ば
い
よ
～
、
コ
ロ
ナ

以
上
に

こ
の
本
は
、
明
治
維
新
時
の
新
政

反
対
一
揆
、
日
露
戦
争
後
の
日
比
谷

焼
き
打
ち
事
件
、
自
由
民
権
運
動
時

の
秩
父
事
件
、
関
東
大
震
災
時
の
朝

鮮
人
虐
殺
事
件
、
教
科
書
に
も
出
て

く
る
４
つ
の
事
件
で
の
民
衆
暴
力
を

引
き
起
こ
し
た
の
は
複
層
す
る
原
因

（
差
別
や
排
除
や
分
断
）
が
あ
る
こ

と
、
暴
力
の
方
向
は
国
家
権
力
や
支

配
層
、
富
裕
層
な
ど
の
権
力
者
だ
け

で
な
く
社
会
的
な
弱
者
に
も
向
け
ら

れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

暴
力
の
正
当
性
が
国
家
に
よ
っ
て
独

占
さ
れ
て
い
く
経
過
も
明
ら
か
に
し

て
い
ま
す
。
近
代
国
家
は
暴
力
の
正

当
性
を
集
中
的
に
掌
握
（
警
察
や
軍

隊
に
よ
っ
て
）
し
、
そ
れ
以
外
の
主

体
が
振
る
っ
た
暴
力
を
違
法
と
み
な

す
。
（
の
だ
そ
う
で
す
。
知
ら
ん
か
っ

た
。
）

講
座
で
は
４
つ
の
事
件
で
の
国
家

の
暴
力
掌
握
の
過
程
と
民
衆
の
暴
力

の
対
峙
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
ま
し
た

が
、
７
０
年
代
の
新
左
翼
運
動
、
そ

の
後
の
浅
間
山
荘
事
件
（
私
も
テ
レ

ビ
の
映
像
、
巨
大
な
鉄
球
？
が
山
荘

を
破
壊
し
て
い
く
の
を
覚
え
て
い
る
）

や
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
で
宗
教
や
社

会
・
政
治
運
動
へ
の
民
衆
の
強
力
な

拒
否
が
お
こ
っ
た
、
そ
こ
に
は
メ
デ
ィ

ア
の
取
り
上
げ
方
も
大
き
く
関
与
し

て
い
る
と
分
析
し
て
い
ま
し
た
。
欧

米
で
は
デ
モ
で
ゴ
ミ
箱
が
燃
や
さ
れ

た
り
し
て
も
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
と
み
な
さ
れ
る
が
、
日
本
で
は
暴

力
行
為
と
し
て
処
罰
の
対
象
に
な
る
。

非
暴
力
の
領
域
を
広
げ
て
い
く
こ
と

も
必
要
で
は
と
の
問
い
か
け
も
あ
り

ま
し
た
。
暴
力
を
肯
定
し
ま
せ
ん
が
、

国
家
権
力
に
暴
力
を
掌
握
さ
れ
て
い

る
か
ら
に
は
、
暴
力
の
規
定
さ
え
も

握
ら
れ
て
い
て
は
権
利
の
行
使
も
た

ち
ゆ
か
な
く
な
る
の
で
は
と
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
で
、
権
利
の
行
使

と
権
力
の
監
視
っ
て
こ
と
で
。

【
三
和
分
会

細
谷
あ
つ
子

記
】

８
月
２
０
日
１
７
時
４
５
分
か
ら
、

小
杉
の
川
崎
市
総
合
自
治
会
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。

参
加
は
組
合
員
７
名
と
川
崎
支
部

か
ら
書
記
長
の
浅
岡
正
夫
さ
ん
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
を
長
谷
川
さ
ん
が
担
当
し
て

書
記
に
は
小
林
が
担
当
し
ま
し
た
。

川
崎
支
部
の
浅
岡
書
記
長
か
ら
は
、

「
コ
ロ
ナ
感
染
が
ひ
ど
く
大
変
な
事

に
な
っ
て
い
ま
す
。
組
合
関
係
も
オ

ン
ラ
イ
ン
で
行
っ
て
い
ま
す
。
川
崎

支
部
の
定
期
大
会
は
７
月
２
５
日
に

終
わ
り
、
日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会
の

定
期
大
会
は
９
月
２
６
日
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。

大
会
で
は
、

渋
谷
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始

ま
り
、

総
括
を
細
谷
（
あ
）
書
記
長
が
提
案
。

方
針
を
澁
谷
委
員
長
が
提
案
し
ま
し

た
。「

秋
闘
・
春
闘
・
一
時
金
を
闘
っ

て
、
成
果
を
出
し
て
き
て
い
る
。
秋

闘
で
は
『
子
育
て
世
代
の
生
活
支
援

と
し
て
看
護
休
暇
増
』
が
満
額
回
答
。

春
闘
で
は
、
初
任
給
が
高
卒
を
除
き

Ｈ
１
９
年
以
来
の
２
０
０
０
円
ア
ッ

プ
と
な
っ
た
。
一
時
金
は
久
し
ぶ
り

の
５
ヶ
月
の
回
答
。
」
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
成
果
は
す
ご
い

事
だ
と
思
い
ま
す
。

細
谷
（
あ
）
さ
ん
が
退
職
を
し
て

社
内
の
組
合
員
が
３
名
に
な
っ
た
。

組
合
運
営
は
組
合
員
全
員
が
力
を
だ

し
て
進
め
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

執
行
委
員
会
で
組
合
員
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
は
今
回
も
同
じ
で
す
が
。
今

年
一
年
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
記
・
三
和
分
会

小
林
】

6902号 （５）

４
面
か
ら

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

第
６
１
回
分
会
定
期
大
会



６９０２号 （６）

な
ん
ぶ
せ
ん

▼
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
米
軍
が
撤
退

し
、
タ
リ
バ
ン
が
掌
握
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
女
性
や
子
供
の
人
権
が
守

ら
れ
る
の
か
今
後
心
配
さ
れ
る
。
テ

レ
ビ
で
滑
走
路
か
ら
米
軍
機
が
飛
び

立
つ
と
こ
ろ
に
、
人
が
殺
到
し
、
数

名
の
命
が
絶
た
れ
た
。
▼
同
じ
光
景

を
３
６
年
前
、
ベ
ト
ナ
ム
の
サ
イ
ゴ

ン
陥
落
の
時
に
見
た
。
現
在
の
ベ
ト

ナ
ム
は
国
が
統
一
さ
れ
、
経
済
も
発

展
し
、
ア
セ
ア
ン
の
一
員
と
し
て
大

き
く
貢
献
を
し
て
い
る
。
同
じ
米
国

に
攻
撃
を
受
け
、
国
を
破
壊
さ
れ
た

が
立
派
に
復
興
し
て
い
る
。
▼
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
？

民
主
主
義
と
人
権
を
守
れ
る
国
に
な

る
の
だ
ろ
う
か
？
米
国
の
中
途
半
端

で
無
責
任
な
撤
退
は
国
際
的
に
非
難

さ
れ
、
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
る
。

▼
日
本
の
安
全
保
障
も
米
国
の
都
合

で
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
、
中

国
、
北
朝
鮮
が
目
と
鼻
の
先
に
あ
り
、

自
国
の
安
全
が
他
国
の
都
合
で
変
わ

る
よ
う
で
は
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な

い
。
平
和
外
交
に
徹
底
し
、
隣
国
と

の
友
好
を
強
め
、
戦
争
の
な
い
国
を

望
む
。

シ
テ
ィ
ー
ボ
ー
イ

コロナ禍でも組合作りを訴え 8/21登戸駅未組織宣伝

８
月
２
１
日
（
土
）
の
午
前
１

０
時
よ
り
、
登
戸
駅
自
由
通
路
に

て
恒
例
の
未
組
織
宣
伝
の
第
１
回

目
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

支
部
か
ら
長
谷
川
、
矢
部
、
小
林
、

浅
岡
。
地
本
か
ら
庄
司
、
片
寄
の

両
氏
が
加
わ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
い

つ
も
よ
り
若
干
人
出
が
少
な
く
感

じ
ま
し
た
が
、
直
接
チ
ラ
シ
を
渡

さ
な
い
工
夫
も
し
な
が
ら
約
１
時

間
実
施
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
対
策
し
て
宣
伝
実

施
神
奈
川
県
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
は
、

約
２
週
間
前
の
８
月
８
日
で
１
８

６
０
人
で
し
た
が
、
２
１
日
に
は
、

２
７
０
５
人
と
１
・
４
５
倍
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

医
療
施
設
も
満
床
状
態
で
、
救

急
搬
送
も
滞
っ
て
お
り
、
救
え
る

命
も
救
え
な
い
、
深
刻
な
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
素
手

で
配
布
し
な
い
よ
う
、
感
染
拡
大

に
注
意
し
な
が
ら
行
い
、
よ
り
良

い
職
場
条
件
を
作
る
う
え
で
も
、

ま
た
、
職
場
に
組
合
が
な
い
と
こ

ろ
に
『
ぜ
ひ
組
合
を
』
と
訴
え
て

き
ま
し
た
。

チ
ラ
シ
・
パ
ン
フ
説
明
に
工
夫
も

今
回
は
、
『
パ
ー
ト
労
働
法
』

の
チ
ラ
シ
と
支
部
紹
介
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
準
備
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
チ
ラ
シ
は
１
０
枚
ほ
ど
配
布
し

ま
し
た
。

拡
声
器
で
チ
ラ
シ
の
内
容
説
明

で
は
、
今
年
４
月
か
ら
は
、
中
小

企
業
で
も
パ
ー
ト
労
働
法
が
適
用

と
な
り
同
じ
時
間
、
同
じ
仕
事
内

容
で
あ
れ
ば
労
働
条
件
に
格
差
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
訴
え
、

労
働
組
合
へ
の
相
談
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

支
部
パ
ン
フ
の
紹
介
で
は
、
久

地
駅
か
ら
徒
歩
５
分
と
地
元
の
労

働
組
合
で
あ
る
こ
と
、
土
曜
日
の

午
後
１
時
か
ら
無
料
の
労
働
相
談

を
行
っ
て
い
る
事
を
中
心
に
宣
伝

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
支
部
の

相
談
実
績
の
紹
介
も
行
い
、
パ
チ

ン
コ
店
の
全
員
解
雇
で
会
社
と
団

体
交
渉
を
行
い
、
納
得
の
ゆ
く
解

決
が
出
来
た
事
、
魚
屋
さ
ん
で
仕

事
を
辞
め
た
後
で
も
、
残
業
代
の

計
算
を
是
正
さ
せ
、
雇
用
保
険
も

さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
さ
せ
た
解
決

事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

組
織
拡
大
・
宣
伝
行
動
に
参
加
を

支
部
で
は
、
今
後
も
月
１
回
の

ペ
ー
ス
で
登
戸
駅
と
久
地
駅
で
宣

伝
を
行
う
予
定
で
す
。
支
部
組
合

員
の
皆
さ
ん
、
協
力
者
の
皆
さ
ん

ぜ
ひ
、
お
時
間
を
作
っ
て
。
こ
の

行
動
に
ご
参
加
下
さ
い
。
第
３
か

第
４
土
曜
日
に
実
施
し
ま
す
の
で
、

支
部
役
員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

（
記
・
浅
岡
）



第
二
次
世
界
大
戦
末
期
の
１
９

４
５
年
８
月
６
日
と
９
日
に
ア
メ

リ
カ
の
投
下
し
た
２
発
の
原
子
爆

弾
（
原
爆
）
は
、
広
島
と
長
崎
を

一
瞬
に
し
て
死
の
街
に
変
え
、
１

９
５
４
年
だ
け
で
も
２
１
万
人
も

の
生
命
を
奪
い
ま
し
た
。
生
き
残
っ

た
人
た
ち
も
、
放
射
線
障
害
に
苦

し
み
、
結
婚
や
就
職
な
ど
で
差
別

さ
れ
る
な
ど
、
身
体
と
心
を
傷
つ

け
ら
れ
、
被
爆
者
で
あ
る
こ
と
を

隠
し
続
け
て
毎
年
多
く
の
方
が
亡

く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
７
６
年
の
い
ま
も
、

被
爆
体
験
者
の
平
均
年
齢
は
８
３

歳
と
高
齢
と
な
り
苦
し
み
は
続
い

て
い
ま
す
。
被
爆
者
と
と
も
に
核

兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正
な
世
界

を
求
め
て
世
界
か
ら
も
日
本
か
ら

も
、
そ
の
先
頭
に
立
っ
た
非
核
国

や
国
連
、
世
界
の
反
核
平
和
運
動

の
力
で
、
今
年
１
月
２
２
日
に
核

兵
器
禁
止
条
約
が
発
効
し
国
際
ル
ー

ル
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
２
０
１
９
年
ま
で
毎
年

８
月
は
、
核
兵
器
の
な
い
世
界
を

求
め
国
民
平
和
行
進
で
広
島
・
長

崎
に
行
き
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

国
際
的
に
核
兵
器
禁
止
条
約
が

発
効
し
国
際
ル
ー
ル
に
な
っ
た
日

は
歓
迎
し
て
本
当
に
喜
び
、
今
年

は
広
島
・
長
崎
に
行
き
多
く
の
友

人
に
お
会
い
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
今
年
の
８
月
は
、
猛
威

が
つ
づ
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
首
都
圏
を
は
じ
め
こ
の
神
奈
川

で
４
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
出

さ
れ
て
い
る
中
、
ど
ん
な
活
動
が

で
き
る
か
と
悩
み
ま
し
た
。

７
月
中
旬
に
は
、
２
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
済
ま
せ
ま
し
た
が

「
感
染
し
な
い
」
た
め
に
、
毎
日

熱
な
ど
を
測
り
十
分
な
注
意
を
し

て
、
混
雑
す
る
交
通
機
関
利
用
や

場
所
を
避
け
る
よ
う
に
し
な
が
ら

地
元
の
原
爆
展
鑑
賞
や
８
月
１
５

日
戦
争
反
対
し
平
和
を
ま
も
る
行

動
な
ど
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

８
月
６
日
に
は
、
原
水
爆
禁
止

２
０
２
１
年
世
界
大
会
ヒ
ロ
シ
マ

デ
ー
集
会
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
中
央
本
部
で
参
加
を

し
ま
し
た
。

当
日
、
電
車
に
乗
る
武
蔵
新
城

駅
で
８
時
１
５
分
に
、
一
緒
に
参

加
す
る
小
林
さ
ん
と
黙
と
う
し
ま

し
た
。
そ
し
た
ら
２
０
歳
代
後
半

の
若
者
が
近
寄
っ
て
き
て
「
な
ん

の
黙
と
う
で
す
か
」
と
質
問
し
て

き
ま
し
た
。
少
し
説
明
す
る
と

「
そ
う
か
、
広
島
に
原
爆
が
落
と

さ
れ
た
時
間
で
す
ね
」
と
言
い
な

が
ら
、
一
緒
に
黙
と
う
す
る
姿
を

見
て
少
し
感
動
し
ま
し
た
。

ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
集
会
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
視
聴
後
、
日
本
と
世
界
の

草
の
根
運
動
の
交
流
で
、
２
０
１

９
年
国
民
平
和
行
進
で
世
話
に
な
っ

た
北
海
道
原
水
協
の
嶋
田
さ
ん
か

ら
の
報
告
が
あ
り
、
「
頑
張
っ
て

い
る
な
ー
」
と
親
し
く
思
い
す
ぐ

に
電
話
し
た
の
で
す
が
つ
な
が
ら

な
く
て
、
夕
方
や
っ
と
電
話
で

「
引
き
続
き
核
兵
器
禁
止
か
ら
廃

絶
ま
で
お
互
い
に
頑
張
ろ
う
ー
」

と
決
意
を
新
た
に
し
あ
い
ま
し
た
。

（７） 690２号

国
際
ル
ー
ル
の
核
兵
器
禁
止
条
約
発
効
を
力
に

「
禁
止
か
ら
廃
絶
へ
」
新
た
な
決
意
の
８
月

矢
部

常
次
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⑬負けの反対。
⑮家財などを保管する建物。
⑯美しく変える事。「〇〇運動」
⑰小説や映画が終わりに用いる。
⑳肌着の上に結ぶ帯。腰巻き。
㉒〇〇〇〇の世代。ベビーブーム時代。
㉔鹿児島でとれる、さつま〇〇。
㉕インドシナ半島を中心とする地域。

タテのカギ
②大火事で１面〇〇〇〇〇。
③セーターを〇〇〇する。
⑤座席を割り当てる事。
⑥♪こよなく晴れた･･長崎の〇〇。
⑧子供たちの遊戯の一つ。〇〇〇ごっこ。
⑨福島の只見川上流にあるダム。
⑩鉛筆の〇〇。
⑬漢字読み。「案山子」。
⑭♪〇〇〇がクルリと輪をかいた。
⑰携帯やインターネットで用いるマーク。
⑲魚の肉は〇〇〇と白身がある。
㉑結婚式は「〇〇〇ん・吉日」。
㉓漢字読み。「鯔」ボラの幼魚。

応募方法

回答は葉書・FAX・メール・メモ。回答図は要りませ
ん。当選者は５名まで。回答欄の左上の文字に入る数
字の文字を入れて言葉を作って下さい。
当選者５名まで500円相当の図書カード・クオカー
ド・ビール券を賞品としてお届けします。
（商品名を忘れずに！）

今後の日程
８月２８日（土） 労働相談（支部事務所）１３：００～

３１日（火） 相談ＰＴ（ＺＯＯＭ）１９：００～
９月０１日（水） 第２回書記局会議（支部事務所）１９：００～

０４日（土） 労働相談（支部事務所）１３：００～
０８日（水） 第２回支部報編集委員会（支部事務所）１８：００～

第２回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～
大日程

８月２８日（土） 組織建設推進会議（東日本）（ＺＯＯＭ・併用）
９月上旬 秋闘・年末闘争事前申し入れ
９月上旬 秋闘第２次討論集会
９月１２日（日） 第４回リーダー養成講座（東日本）延期
９月１６日（木） 秋闘統一要求日
９月２１日（火） 回答確約行動 地本は２１日

～９月２４日（金）
９月２５日（土） 全労連共済拡大全国交流集会（東日本）
９月２９日（水） 秋闘統一回答指定日

１０月０６日（水） 統一交渉日
１０月０９日（土）頃 本部・地協意思統一会議（回答分析と産別団交の設定）（ＺＯＯＭ）

１０月１３日（水） 統一交渉日

１０月１９日（火） ＪＭＩＴＵ中央行動（署名集めて）


